
優

陀

那

日

輝

研

究

ノ
ー

ト

優
陀
那
日
輝
は

一
八
〇
〇
年

（寛
政
十
二
年
）
、
加
賀
に
於
い

て
、
前
田
家
の
儒
者
野
口
敬
正
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
名

を
駒
三
と
い
う
Ｔ
）
。彼
の
師
と
な
る
本
妙
日
臨
は
こ
の
年
八
才
、

江
戸
で
貧
窮
の
父
母
を
助
け
て
い
た

Ｔ
）
。

日
輝
誕
生
当
時
の
教
団
の
状
況
を
み
て
み
る
と
、
日
蓮
宗
の
思

想

・
実
践
一
両
面
の
か
か
え
て
い
る
根
本
問
題
を
、
改
め
て
認
識

せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
事
件
が
相
前
後
し
て
惹
起
し
、
教
団
の

前
途
に
暗
雲
を
投
げ
か
け
て
い
た
。　
一
つ
は
本
尊
論
争
、　
一
つ
は

不
受
不
施
事
件
で
あ
る
。
教
団
を
憂
え
、
本
尊
論
統

一
に
心
魂
を

傾
け
、
不
受
不
施
を
断
固
拒
否
す
る
、
後
年
の
優
陀
那
日
輝
を
生

み
だ
し
た
象
徴
的
な
事
件
で
あ
る
。

【
寛
政
の
本
尊
論
争
】

一
七
九
五
年

（寛
政
七
年
）
、
京
都
要
法
寺
が
、
そ
れ
以
前
か

野

文

ら
の
門
流
内
の
本
尊
論
争
の
結
果
、
仏
像
を
廃
し
て
大
曼
陀
羅
を

本
尊
と
し
て
か
か
げ
、
時
の
貫
首
守
信
日
住

（
一
七
三
六
―

一
八

〇
二
）
）
が
、
京
十
五
本
山
の
本
尊
様
式
を
雑
乱
勧
請
の
謗
法
で

あ
る
と
批
判
し
た
↑
モ

ンコ
」
に
要
法
寺
と
他
の
十
五
本
山
の
間

で
、
本
尊
の
勧
請
形
式

（文
字
式
か
造
像
か
）
の
争
い
が
起

っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
紛
争
は
こ
じ
れ
て
幕
府
へ
の
訴
訟
と
な
り
、
宗

教
の
本
質
に
関
わ
る
問
題
を
、
幕
府
と
い
う
俗
の
政
治
機
関
に
裁

断
を
仰
ぐ
と
い
う
よ
う
な
、
情
け
無
い
醜
態
を
さ
ら
し
て
数
年
続

け
ら
れ
た
。
こ
の
間
、　
一
七
九
七
年

（寛
政
九
年
）
に
は
、
要
法

寺
法
性
院
の
日
誠
が
捕
え
ら
れ
、
牢
内
で
毒
殺
さ
れ
る
と
い
う
よ

う
な
事
件
が
起
り
、
泥
沼
状
態
に
堕
ち
い
っ
て
い
る
。
日
輝
誕
生

の
前
年
、　
一
七
九
九
年

（寛
政
十

一
年
）
、
つ
い
に
江
戸
城
将
軍

の
面
前
で
両
者
対
決
し
た
が
、
そ
の
後
要
法
寺
が
譲
歩
を
強
い
ら

れ
、
仏
像
を
安
置
す
る
こ
と
で
一
応
紛
争
は
終
結
し
た
。
し
か
し

/Jヽ
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本
尊
論
争
は
各
派
内
外
対
立
の
底
流
と
な
っ
て
尾
を
引
い
て
い
く

の
で
あ
る
。
日
輝
誕
生
の
翌
年
に
も
、
先
の
要
法
寺
日
住
が
釈
迦

脱
仏

・
曼
陀
羅
下
種
本
尊
を
主
張
し
て
Ｔ
）
紛
争
が
再
熱
し
て
い

２つ
。優

陀
那
宗
学
の
特
徴
は
事
観
論
に
あ
る
が
、
事
観
論
は
日
輝
に

と

っ
て
は
実
践
論
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
く
、
そ
の
実
践
を
支

え
る
理
念
と
し
て
、
本
尊
論
確
立
に
努
力
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

本
尊
論
は
曼
陀
羅
論
と
い
っ
て
も
よ
く
、
大
曼
陀
羅
解
釈
が
彼
の

真
骨
頂
で
あ
る

↑
）
。
要
法
寺
対
十
五
本
山
の
対
立
は
、
日
蓮
宗

本
尊
論
争
の
端
的
な
集
約
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
本
尊
の
本
質
と

し
て
仏

（人
）
本
尊

・
法
本
尊
の
対
立
。
本
尊
の
仏
体
と
し
て
釈

迦
本
仏

・
日
蓮
本
仏
の
対
立
。
本
尊
の
形
式
と
し
て
曼
陀
羅
本
尊

・
造
像
本
尊
の
対
立
。
日
輝
の
、
大
曼
陀
羅
、
人

・
法

一
如
の
仏

本
尊

（己
心
本
尊
に
帰
着
す
る
）
と
い
う
結
論
は
、
彼
の
厳
し
い

習
学
、
並
び
に
深
い
信
仰
体
験
の
結
果
で
あ

っ
た
が
、
長
い
間
の

日
蓮
教
団
の
両
者
の
対
立
を
会
融

・
止
揚
せ
ん
と
し
た
志
向
が
十

分
に
窺
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
本
尊
論
争
は
日
輝
の
と
こ
ろ
で

と
ど
ま
ら
ず
、
現
代
に
至

っ
て
も
な
お
深
い
対
立
を
き
た
し
て
い

る
の
は
、
日
蓮
教
団
の
悲
劇
と
い
っ
て
よ
い
。

【
寛

政

・
享

和

の
不
受

不
施
法
難
】

こ
の
本
尊
論
争
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
し
ば
ら
く
影
を
ひ
そ
め

て
い
た
不
受
不
施
派
が
ま
た
激
し
く
活
動
を
展
開
し
て
い
る
↑
Ｘ

一
七
九
三
年

（寛
政
五
年
）
本
妙
日
珠
が
強
義

（不
受
不
施
）
を

以
て
幕
府
を
諫
暁
し
、
為
に
三
宅
島
に
配
流
さ
れ
た
。
続
い
て
翌

年
本
正
日
誓
外
十

一
人
が
強
義
を
主
張
し
て
処
断
さ
れ
、
日
誓
は

三
宅
島
配
流
、
潮
音
日
雅

・
慈
円
日
栄
等
入
牢
し
た
十

一
名
こ
と

ご
と
く
、
二

・
三
ケ
月
の
間
に
牢
死
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
更

に
翌
年
下
総
の
鏡
心
日
妙
は
、
日
講
等
の
強
義
公
許
を
幕
府
に
訴

へ
、
直
ち
に
捕
え
ら
れ
遠
島
に
な

っ
た
。
こ
の
不
受
不
施
派
の
活

動
に
幕
府
は
業
を
に
や
し
て
、
翌

一
七
九
五
年

（寛
政
七
年
）
八

月
、
上
総
下
総
に
強
義
弘
法
を
厳
禁
し
、
九
月
、
改
め
て
不
受
不

施
の
禁
制
を
出
し
た
。
し
か
し
、
不
受
不
施
派
は
ま
す
ま
す
信
心

を
固
め
、　
一
七
九
六
年

（寛
政
八
年
）
本
妙
日
珠
は
配
流
先
の
三

宅
島
で

『
天
下
安
全
抄
』
を
著
し
て
、
再
度
幕
府
を
諌
暁
し
て
い

る
。
日
輝
誕
生
の
二
年
後

（
一
八
〇
二
年
、
享
和
二
年
）
に
は
、

寿
量
日
巡
を
始
め
と
す
る
不
受
惣
爪
の
七
僧
強
義
を
以
て
刑
せ
ら

れ
、
入
牢
し
た
六
人
は
例
の
如
く
全
員
牢
死
し
た
。
こ
の
後
も
不

受
派
は
絶
え
ず
、
日
輝
が

『
一
念
三
千
論
』
を
書
き

（
一
八
三
九

年
、
天
保
十
年
）
、
充
治
園
で
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
俊
秀
に

講
義
を
し
て
い
た
時
、
不
受
派
の
伝
灯
者
恵
秀
日
寛
以
下
僧
俗
多

数
が
捕
え
ら
れ
、
斬
殺
、
牢
死
と
い
う
悲
惨
な
天
保
法
難
が
起
り
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そ
の
死
を
恐
れ
ぬ
強
固
な
信
と
、
幕
府
の
仮
借
な
き
弾
圧
は
、
教

団
内
外
を
震
撼
さ
せ
た
。

優
陀
那
日
輝
に
と

っ
て
、
こ
の
不
受
不
施
の
問
題
も
、
彼
自
身

の
信
仰
実
践
上
可
否
を
下
さ
ざ
る
を
得
な
い
不
可
避
の
問
題
で
あ

っ
た
。
彼
の
特
徴
で
あ
る
徹
底
し
た
摂
受
主
義
は
、
本
妙
日
臨
の

堕
落
し
た
教
団
に
対
す
る
危
機
意
識
に
促
さ
れ
、
排
仏
論
と
い
う

嵐
に
直
面
し
て
使
命
感
に
ま
で
高
ま
り
、
時
代
の
大
転
換
を
肌
で

感
じ
な
が
ら
、
そ
の
新
時
代
に
対
応
す
べ
き
教
団
の
在
り
方
を
模

索
し
た
結
果
の
結
論
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
草
山
元
政

。
本
妙
日

臨
の
、　
自
ら
の
分
に
従
う
と
い
う

消
極
的
な

摂
受
主
義

？
）
に

対
し
て
、
摂
受
こ
そ
が
唯

一
の
取
る
べ
き
道
で
あ
る
と
い
う
、
積

極
的
な
摂
受
主
義
で
あ
り
、
富
士
派
の
折
伏
、
不
受
不
施
の
強
義

を
、
時
代
を
わ
き
ま
え
ぬ
盲
目
的
所
業
で
、
教
団
を
亡
ぼ
す
弊
害

と
否
定
す
る

Ｔ
）
。
こ
の
姿
勢
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
不
受

派
と
日
輝
の
間
に
は
と
う
て
い
妥
協
し
得
な
い
深
い
溝
が
あ
る
。

そ
れ
は
両
者
の
信
仰
の
出
発
点
が
始
め
か
ら
異

っ
て
い
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
宗
祖
を
と
る
か
、
教
団
を
と
る
か
の
二
者
択

一
に
迫
ら

れ
た
近
世
初
頭
、
宗
祖
を
と

っ
た
者
達
と
、
教
団
を
と

っ
た
者
達

の
分
れ
が
、
二
つ
の
題
目
信
仰
を
生
み
だ
し
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
維
新
を
迎
え
、
優
陀
那
日
輝
の
高
弟
新
居
日
薩
が
、
受
不

施

一
致
派
教
団
を
統

一
し
て
日
蓮
宗
の
管
長
と
な
り
、
優
陀
那
教

学
を
宗
門
の
正
統
と
し
て
位
置
づ
け
、子
弟
教
育
の
柱
と
し
た
が
、

彼
は
釈
日
正
の
不
受
不
施
教
団
公
許
独
立
運
動
を
徹
底
し
て
妨
害

し
、
内
外
か
ら
批
難
を
浴
び
て
、
彼
の
業
績
に
傷
を
つ
け
た

↑
）
。

し
か
し
、
優
陀
那
教
学
か
ら
言
え
ば
、
不
受
不
施
を
認
め
る
こ
と

は
自
ら
の
教
団
の
非
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
謗
法
論
に
目
を
つ

ぶ

っ
て
開
会
論
を
正
面
に
す
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
受
不

施
日
蓮
宗
教
団
の
根
底
を
く

つ
が
え
す
こ
と
と
な
っ
て
、
絶
対
に

容
認
で
き
な
い
こ
と
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

日
輝
誕
生
前
後
の
教
団
を
動
格
さ
せ
て
い
た
二
つ
の
事
件
を
取

り
上
げ
た
が
、
更
に
日
輝
の
所
属
す
る
日
蓮
宗
教
団
の
状
況
を
み

て
み
た
い
。

宗
学
者
優
陀
那
日
輝
は
突
然

生
ま
れ
た

の
で
は
な

く
、
そ
の
彼
を
と
り
ま
く
時
代
状
況
、
思
想
状
況
か
ら
生
ま
る
べ

く
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
優
陀
那
日
輝
の
思
想
的
背
景
と

し
て
の
、
当
時
の
日
蓮
宗
の
状
況
を
探
る
こ
と
が
、
彼
を
理
解
す

る
上
で
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
信
ず
る
。

【
祖
書

綱

要

の
刊
行
】

ま
ず
特
筆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
彼
の
誕
生
の
翌
年

一

八
〇

一
年

（享
和
元
年
）
、
事
成
日
寿
が

『
祖
書
綱
要
』
二
十
三

巻
を
制
定
し
て
、

『
祖
書
綱
要
剛
略
』
七
巻

一
冊
を
刊
行
し
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
優
陀
那
日
輝
の

一
生
を
決
定
し
た
遠
因
と
も
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な
る
事
項
で
あ
り
、
ま
た
日
蓮
宗
教
学
史
の
上
で
、
歴
史
の
転
換

を
示
す
重
要
な
意
義
を
も

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
綱
要
側
略
』

に
よ

っ
て
、
始
め
て
全
国
に

一
妙
日
導
２

七
二
四
―

一
七
八
九
）

の
祖
書
中
心
の
宗
学
復
興
の
思
想
が
伝
え
ら
れ
、
祖
滅
後
五
二
〇

年
、
こ
こ
に
や

っ
と
日
蓮
宗
は
宗
学
の
体
系
的
組
織
書
を
手
に
し

た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

『
祖
書
綱
要
』
は
十
六
年
前
に
完
成
し

て
い
た
の
で
あ
り
、　
一
部
の
学
者
の
間
で
は
そ
の
思
想
が
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

『
剛
略
』
の
刊
行
は
、
そ
れ
を
普

及

ｏ
一
般
化
し
た
意
味
で
重
要
な
の
で
あ
る
。

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く

６
）
、
近
世
日
蓮
宗
は
数

々
の

法
難
後
、
教
団
維
持
の
為
に
、
日
蓮
の
宗
旨
を
学
ぶ
こ
と
を
措
い

て
天
台
教
学
に
没
頭
し
、
檀
林
に
お
け
る
天
台
学
研
究
が
宗
内
を

風
靡
し
て
い
た
。
こ
れ
に
警
告
を
発
し
て
い
た
の
が
草
山
元
政
で

あ
り
、
そ
し
て
元
政
の
意
を
受
け
、
開
巻
に
、
天
台
の
学
は
助
道

の
み
、
彼
を
門
と
し
て
本
化
の
教
観
に
入
る
べ
か
ら
ず
と
論
じ
た

の
が

『
祖
書
綱
要
』
な
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
を

一
瞥
す
る
に
、

鑽
仰
の
次
第
、
妙
法
五
字
の
元
旨
、
法
華
経
の
経
旨
、
佐
前
佐
後

破
顕
の
進
退
と
法
門
の
相
違
、
宗
祖
化
導
の
始
終
、
相
承
論
、
顕

本
論
、
本
仏
論
、
教
観
論
、
台
当
本
述
論
、
成
仏
論
、
信
行
論
、

位
階
論
、
機
根
論
、
付
嘱
論
、
四
種
三
段
判
、
三
秘
総
論
、
本
尊

論
、
題
目
論
、
戒
壇
論
等
で
あ
る

盆
）
。
こ
の
綱
日
だ
け
を
み
て

も
、
日
導
の
宗
義
の
研
鑽
と
そ
の
確
立

へ
の
意
気
ご
み
が
感
じ
ら

れ
る
。
そ
れ
ま
で
天
台

・
法
華
関
係
の
注
釈
書
に
目
を
奪
わ
れ
て

い
た
宗
門
思
想
界
に
、
祖
道
復
古
の
激
し
い
衝
撃
を
与
え
た
の
で

あ
る
。
従

っ
て

『祖
書
綱
要
』
が
世
に
出
る
や
、
賛

・
否
両
論
の

声
が
渦
ま
き
、
そ
の
論
争
の
過
程
に
宗
内
に
宗
学
研
究
の
熱
が
高

ま

っ
て
い
っ
た
。

『
綱
要
』
の
功
績
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

『
剛
略
』
刊
行
十
年
後
に
、
日
蓮
宗
は

『
綱
要
』
の
世
界
を
深

め
る
後
継
者
を
得
た
。
当
時
江
戸
で

一
家
の
貧
を
救
う
た
め
ビ
ラ

配
り
を
し
て
い
た
、
後
の
本
妙
日
臨
で
あ
る

０
、

彼
の

一
生
は

『
綱
要
』
の
洗
礼
を
受
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。　
一
八

一
一
年

（文
化
八
年
）
、
十
九
才
の

日
臨
は
在
俗
信
者
高
山
半
七
の
奨
め
に
よ
り
、
父
母
を
半
七
に
託

し
て
出
家
し
た
。
こ
れ
よ
り
三
年
前
に
優
陀
那
日
輝
は
、
信
心
深

い
母
に
は
ぐ
く
ま
れ
、
出
家
と
し
て
め
ぐ
ま
れ
た
ス
タ
ー
ト
を
き

っ
て
い
る
。
日
臨
出
家
の
こ
の
時
は
す
で
に
十
二
才
の
幼
少
な
が

ら
、
尭
山
日
輝
の
名
前
を
得
、
俊
才
を
う
た
わ
れ
て
金
沢
妙
立
寺

に
あ
り
、　
一
心
に
内
外
の
研
究
に
励
ん
で
い
た
。
本
妙
日
臨
と
優

陀
那
日
輝
の
師
弟
の
出
会
い
は
、
次
の
機
会
に
詳
し
く
考
察
す
る

つ
も
り
で
あ
る
が
、
二
人
を
結
び
つ
け
た

一
因
に

『
綱
要
』
の
力

が
あ

っ
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
日
臨
は
出
家
前
後
に

『
剛
略
』

を
目
に
し
た
。

『本
妙
律
師
小
伝
』
に
載

っ
て
い
る
逸
話
を
み
る
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と
、
貧
困
で
病
身
と
い
う
逆
境
の
中
に
あ

っ
て
、
燃
ゆ
る
が
如
き

情
熱
を
仏
祖
に
賭
け
た
若
き
日
臨
を
彿
彿
さ
せ
る
。

「
曾
て
人
あ
り
、
律
師
の
為
に
祖
書
綱
要
側
略
を
貸
与
す
。
律

師

一
度
之
を
経
く
に
至
て
、
感
興
湧
然
日
夕
耽
読
己
ま
ず
。
其

貸
主
に
返
却
せ
る
頃
は
、
新
本
の
書
冊
頗
る
汚
染
す
。
貸
主
怒

て
之
を
責
む
。
書
を
検
す
る
に
及
び
、
其

一
々
手
沢
を
存
す
る

を
見
て
、
却
て
其
篤
学
を
感
嘆
せ
り
と
い
う
。
」

含
）

「
御
書
の
末
書
は
綱
要
第

一
」

２
Ｘ

ン」
れ
は
日
臨
の
信
念
と
な

り
、
勉
学
の
帰
趨
と
な

っ
た
。
飯
高
檀
林
の
玄
義
部

へ
た
っ
た
三

年
で
昇
級
す
る
と
い
う
、
驚
く
べ
き
習
学
を
し
な
が
ら
、
そ
の
後

の
出
世
を
倣
履
の
如
く
捨
て
、
師
匠
か
ら
縁
を
切
ら
れ
て
ま
で
身

延
に
籠

っ
た
最
大
の
理
由
は
、

「
勤
学
は
本
宗
の
人
は
何
よ
り
も

高
祖
の
御
書
が
専

一
に
て

候
。
其
義
綱
要
第

一
学
者
鑽
仰
必
有
次
第
章
等
の
如
し
。
し
か

る
に
世
間
の
学
匠
の
中
に
も
、
多
く
は
御
書
は
台
家
の
三
大
部

の
後
が
よ
し
と
申
さ
れ
候
。
こ
れ
叉
異
論
あ
る
事
に
候
。」
盆
）

と
い
う

『
綱
要
』
に
よ

っ
て
啓
発
さ
れ
た
学
問
に
対
す
る
確
信
と

当
時
の
天
台
学
重
視
の
檀
林
教
育

へ
の
押
さ
え
よ
う
の
な
い
不
満

に
あ

っ
た
。
こ
の

『
綱
要
』
第

一
主
義
が
そ
の
ま
ま
優
陀
那
日
輝

に
受
け
継
が
れ
、
日
輝
の
思
想
形
成
の
基
盤
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

日
輝
の
宗
学
者
と
し
て
の
生
涯
は
、　
一
八
三

一
年
（
天
保
二
年
）

宗
祖
の
五
百
五
十
遠
忌
に
際
し
て
発
表
し
た

『
祖
書
綱
要
正
議
』

か
ら
始
ま
る
。
自
ら
孔
子
の

「
而
立
」
に
な
ぞ
ら
え
た
本
著
は
、

『
綱
要
』
の
精
神
を
継
承
し
な
が
ら
、

『
綱
要
』
の
行
き
過
ぎ
を

是
正
し
、
述
べ
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
筆
し
て
、
日
蓮
宗
教
学
の

拠

っ
て
立
つ
べ
き
所
を
宣
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

『
正

議
』
は
、

『
剛
略
』
の
適
確
な
批
評
と
、
本
妙
日
臨
の

『
綱
要
』

の
世
界
の
実
践
体
験
が
な
け
れ
ば
、
決
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
な

か

っ
た
の
で
あ
る
。

『
正
議
』
の
序
に

「
予
嘗
謂
我
宗
有
塾
一大
宝
策
一。
日
草
山
集
。
日
峨
眉
集
。
日

祖
書
綱
要
。
而
綱
要

一
書
、
専
論
二
究
宗
義
一。
―

為
二
不
レ
可
レ

不
レ
読
者
一。
可
レ
謂
宝
策
中
最
宝
策
央
。
」

２
）

草
山
を
先
達
と
す
る
、
日
導
―
日
臨
―
日
輝
の
宗
学
復
興
の
潮
流

が
、
檀
林
の
外
で
、
信
行
実
践
の
体
験
の
中
か
ら
興
起
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

【
峨
眉
集

の
刊
行
】

『祖
書
綱
要
』
と
共
に
優
陀
那
日
輝
の
思
想
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
常
在
日
深

（
一
七
〇
三
―

一
七
四
三
）
の

『峨
眉
集
』
二

十
巻
が
、　
一
八

一
四
年

（文
化
十

一
年
）
妙
用
日
運
の
校
訂
に
よ

っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
日
輝
は
こ
の
時
十
五
才
、
一金
沢
で
立
像

寺
日
静

・
妙
立
寺
日
雄
に
師
事
し
て
い
た
。
彼
が
金
沢
で
の
習
学
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時
代
に

『
峨
眉
集
』
を
読
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
そ
の
手
紙

か
ら
推
察
さ
れ
る
。
金
沢
か
ら
山
科
檀
林
に
入

っ
た
直
後
に
、
家

の
兄
に
与
え
た
書
に
、
習
学
し
尊
敬
し
て
き
た
先
師
の
名
を
あ
げ

て
、

「
是
故
に
高
祖
本
化
別
付
不
可
思
議
甚
深
之
境
界
祖
書
中

二
数

々
説
レ
之
多
言
レ
之
。
況
亦
日
朗
日
像
等
師
行
学
院
日
朝
久
遠
成

院
日
親
本
覚
院
日
英
日
重
日
乾
日
遠
元
政
慧
明
日
導
日
深
等
之

諸
師
、
或

ハ
専
ラ
自
身

二
行
シ
テ
示
レ
之
或

ハ
為
三

一
一人
一説
レ

之
、
或

ハ
以
レ
書
伝
レ
之
、　
或

ハ
秘
カ
ニ
説
レ
之
、　
或

ハ
顕

ハ
ニ

説
レ
之
、
皆
順
二時
機
之
宜
一弘
通
し
玉
ひ
、
云
々
」

０
）

日
導

ｏ
日
深
と
あ
げ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
当
然
当
時
の
子

弟
教
育
の
傾
向
か
ら
い
え
ば
、
日
深
の

『
峨
眉
集
』
は
最
高
の
テ

キ
ス
ト
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

『
峨
眉
集
』
は
天
台
教
学
、
特

に
四
明
天
台
の
解
説
書
で
あ
り
、
近
世
日
蓮
宗
檀
林
の
天
台
心
酔

教
学
の
結
実
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
後
に
綱
要
導
師

・
優
陀
那

日
輝
の
宗
学
復
興
の
所
破
の
対
象
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

近
世
初
頭
の
日
蓮
宗
の
山
家

。
山
外
論
争
に
つ
い
て
は
前
に
小

論
を
発
表
し
た
が

６
）
、
教
団
中
興
の
心
性
日
遠
並
に
そ
の
直
弟

達
は
、
関
東
不
受
論
者
の
四
明
正
統
説

へ
の
対
抗
上
、
山
外
派
の

思
想
を
高
揚
せ
ん
と
試
み
た
。
し
か
し
、
不
受
論
者
が
追
放
さ
れ

て
以
後
、
日
蓮
宗
檀
林
の
天
台
研
究
は
、
そ
の
開
檀
期
の
先
師
の

説
と
異
り
、
四
明
正
統
を
金
科
玉
条
と
し
て
、
四
明
天
台
の
研
究

に
傾
注
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
安
国
日
講

（
一
六
二
九
―

一
六
九

八
）
と
同
時
代
の
観
如
日
透

（
一
六
五
三
―

一
七

一
七
）
は
、
什

門
か
ら
転
じ
て
小
西

・
飯
高
に
学
び
、
後
に

『
寿
量
顕
本
義
』
等

の
宗
義
書
を
著
わ
し
て
、
日
蓮
宗
教
学
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
し

た
の
だ
が
、

（
日
輝
の
事
観
論
は
綱
要
の
思
想
と
共
に
、
日
透
の

『
事
観
義
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

「事
ガ
マ
マ
」
の
思
想
を
念
頭

に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る

Ｃ
）じ

彼
は
檀
林
時
代
四
明
教
学
の

研
鑽
に
没
頭
し
た
と
い
う

２
）
。
こ
の
元
禄
頃
は
す
で
に
ど
の
檀

林
も
四
明
学
に
蓋
わ
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、　
一
七
四

二
年

（寛
保
二
年
）
に
稿
成

っ
た
日
深
の

『
峨
眉
集
』
に
よ
っ
て

こ
れ
は
決
定
的
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
四
明
知
礼
は
、
天
台
か

ら
宗
祖

へ
の
橋
渡
し
と
し
て
、
本
化
の
先
駆
、
大
権
の
薩
埋
と
見

倣
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

「或
人
曾
語
レ
予
云
、　
四
明
之
有
二
略
懺
之
撰
一也
、　
妙
題
五
字

字
為
二
投
拝
一、
豊
非
主
日
本
化
之
先
登
一也
与
。
予
即
諾
焉
。
―

鳴
呼
大
権
ノ
所
謀
其
遠
也
」

２
）

こ
の
四
明
を
聞
世
の
師
と
す
る
台
学
姿
勢
が
活
々
と
し
て
檀
林
教

学
を
支
配
し
、
日
導

・
日
臨

・
日
輝
の
時
代
を
東
縛
し
て
い
た
。

宗
学
復
興
は
ま
ず
四
明
教
学
に
反
旗
を
翻
す
こ
と
に
よ

っ
て
始
ま

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
優
陀
那
日
輝
は
天
台
教
学
に
於
け
る
四
明
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正
統
は
当
然
の
事
と
す
る
も
、
当
家
に
於
い
て
は
、

『
峨
眉
』
的

な
見
方
は
当
家
を
危
う
く
す
る
も
の
と
し
て
断
然
排
斥
す
る
。

「
四
明
ノ
説
ヲ
以
テ
宗
祖

ノ
義

二
同
ズ
ル
ハ
吾
祖

〓
不
建
立
ノ

規
模
ヲ
失

ヒ
、
本
化
別
頭
ノ
知
見
フ
蔑
ス
ル
ナ
リ
」

の
）

し
か
し
、

『
峨
眉
』
の
思
想
は
ま
た
、
心
性
日
遠

。
草
山
元
政
の

志
向
の

一
面
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
遠

・
元
政
を
出
発
点

と
す
る
綱
要

・
優
陀
那
の
流
れ
と
同
根
で
あ

っ
て
、
元
政
に
私
淑

し
た
常
在
日
深
の
信
仰
姿
勢
は
日
輝
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
の

で
あ
る
。

近
世
日
蓮
宗
を
形
成
し
た
重

・
乾

ｏ
遠
三
師
が
、
正
面
に
掲
げ

た
天
台
研
究
の
思
想
が

『
峨
眉
集
』
に
、
信
仰
を
支
え
た
日
蓮

へ

の
志
向
が
草
山
を
通
し
て

『
祖
書
綱
要
』
に
、
二
つ
の
流
れ
が
結

実
し
て
、
今
、
優
陀
那
日
輝
の
手
中
に
あ
る
。
す
で
に
興
門
は
大

石
寺
日
寛

（
一
六
六
五
―

一
七
二
六
）
に
よ

っ
て
そ
の
思
想
を
組

織
大
成
し
、
什
門
は
、
合
掌
日
受

（
一
六
九
二
―

一
七
七
六
）
の

あ
と
を
受
け
て
近
世
教
学
を
大
成
す
る
永
昌
日
鑑

（
一
八
〇
六
―

一
八
六
九
）
が
、
日
輝
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
六
年
後
越
前
に
生

ま
れ
、
出
家
し
て
い
る
。
思
想
の
潮
流
が
渦
を
巻
き
だ
し
た
時
代

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
蓮
宗
の
新
た
な
思
想
的
展
開
は
、
当
時
の
時
代
の
流
れ

と
無
関
係
で
は
な
く
、
む
し
ろ
時
代
の
変
化
が
日
蓮
宗
に
も
及
ん

で
い
っ
た
と
み
る
こ
と
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
時
代
に

鋭
敏
に
反
応
し
、
そ
の
時
代
観
に
よ

っ
て
思
想
を
形
成
し
て
い
っ

た
優
陀
那
日
輝
の
独
得
な
現
実
主
義
的

・
合
理
主
義
的
思
想
は
ヽ

十
九
世
紀
の
日
本
の
思
想
状
況
と
不
可
分
の
も
の
で
あ
り
、
日
輝

を
知
る
為
に
も
、
こ
こ
で
日
輝
誕
生
前
後
の
社
会
の
動
き
を
概
観

し
て
み
る
。【

近
世
後
期

の
文
化
的
状
況
】

日
輝
の
生
ま
れ
た

一
八
〇
〇
年
は
、　
ロ
シ
ア
・
ア
メ
リ
ヵ
・
イ
ギ

リ
ス
の
船
が
し
ば
し
ば
日
本
近
海
に
出
没
し
て
通
商
を
要
求
し
、

国
内
で
も
海
防
問
題
が
喧
し
く
、
幕
府
も
こ
れ
に
腰
を
上
げ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
伊
能
忠
敬
に
蝦
夷
の
測
量
を
命
じ
た
、
日
本
地

図
作
製
の
最
初
の
年
に
当
た
る
の
で
あ
る
２
）
。
江
戸
の
大
平
は

鎖
国
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
十
九
世
紀
に
入
る

や
、
幕
藩
封
建
体
制
は
大
き
な
危
機
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
江
戸
の
大
平
は
日
本
文
化
の
水
準
を
欧
米
諸
国
に
比

肩
す
る
程
に
高
め
て
い
た
。
時
に
学
問
の
発
達
は
目
を
見
は
る
も

の
が
あ
り
、
そ
の
学
問
が
広
く
庶
民
階
層
に
ま
で
普
及
し
、
江
戸

後
期
に
は
民
衆
の
知
的
レ
ベ
ル
の
向
上
に
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
民
衆
が
如
何
に
学
問
に
関
心
を
持

っ
て

い
た
か
知
る
良
い
資
料
が
あ
る
。
国
学
の
大
成
者
で
あ
る
本
居
宣
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長

（
一
七
三
〇
―

一
八
〇

一
）
の
問
人
で
、
わ
か
っ
て
い
る
者
が

四
六
四
人
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
で
町
人
が

一
六
六
人
、
農
民
が

一

一
四
人
、
女
性
二
十
二
人
、
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

２
Ｙ

あ

と
は
神
主

・
武
士

・
医
者
等
で
あ
る
が
、
宣
長
の
思
想
が
町
人

・

上
層
農
民
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
首
肯
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

国
学
の
大
成
書
と
い
わ
れ
る
宣
長
の

『古
事
記
伝
』
が
完
成
し

た
の
は

一
七
九
八
年

（寛
政
十
年
）
２
）
、

優
陀
那
日
輝
誕
生
の

二
年
前
で
あ

っ
た
。
そ
の
二
年
前
に
は
、
日
本
で
最
初
の
蘭
日
辞

典

『
波
留
麻
和
解
』
が
稲
村
三
伯

（
一
七
五
八
―

一
八

一
一
）
に

よ

っ
て
完
成
し
て
い
る

発
τ

洋
学
も
医
学
を
中
心
に
し
な
が
ら

驚
く
程
の
速
さ
で
日
本
の
思
想
界
に
地
歩
を
築
い
て
い
っ
た
。
本

居
宣
長
が
死
去
し
た
の
が

一
八
〇

一
年

（享
和
元
年
）
、
日
輝
誕

生
の
翌
年
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
年
に
平
田
篤
胤

分
）

（
一
七
七

六
―

一
八
四
三
）
が
、
宣
長
の
著
作
を
読
ん
で
入
門
を
決
意
し
、

弟
子
入
り
を
願

っ
た
が
す
で
に
没
し
て
い
た
た
め
、
没
後
の
問
人

しと
れ
ド

を宣
長
の
国
学
を
学
び
始
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
年
、

志
筑
忠
雄

（
一
七
六
〇
―

一
八
〇
六
）
は

『
暦
象
新
書
』
を
著
わ

し
て
、　
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
学
説
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
星
雲
説

・
地

動
説
の
紹
介
を
行

っ
た

２
と

こ
の
よ
う
に
日
輝
誕
生
前
後
に
国

学
と
洋
学

（蘭
学
）
が
興
隆
し
、
そ
れ
ま
で
に
発
達
し
て
い
た
儒

教
と
と
も
に
、
近
世
社
会
の
思
想
形
成
の
要
因
と
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
思
想
の
中
に
芽
ば
え
た
社
会
科
学
的

・
自
然
科
学
的

・
歴
史
主
義
的
思
考
は
、
や
が
て
体
制
変
革
の
精

神
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
日
本
の
歴
史
を
転
換
さ
せ
る
の
で
あ

２０
。日

輝
が
青
少
年
時
代
を
送

っ
た
文
化

・
文
政
時
代
は
、
江
戸
の

町
人
を
中
心
と
す
る
化
政
文
化
の
最
盛
期
で
、
経
済
力
を
強
め
て

き
た
町
人
が
武
士
に
代

っ
て
社
会
の
主
役
と
な
り
つ
つ
あ

っ
た
時

で
あ
る
。
そ
れ
は
宗
教
面
に
於
い
て
も
現
わ
れ
、
僧
侶
や
寺
院
を

離
れ
て
、
町
人
が
自
ら
の
信
仰
や
教
義
を
語
り
だ
し
、
独
自
の
宗

教
的
世
界
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

「講
」
の
発
達
や
、
在
家
居
士

に
よ
る

「俗
法
門
」
の
）
は
、
一
面
に
於
て
は
檀
家
制
度
に
よ
っ
て

堕
落
し
た
僧
侶
や
寺
院
に
対
す
る
反
動
で
あ
り
、
多
方
彼
等
の
自

覚
の
向
上
と
新
し
い
力
の
発
生
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
化
政

文
化
の
中
心
江
戸
に
、
優
陀
那
日
輝
は

一
八
二

一
年
頃

（文
政
四

年
、
一
一十
二

・
三
才
頃
）
遊
学
し
て
い
る
。
そ
の
期
間
は
短
か
か
っ

た
が
、
日
輝
の
後
年
の
著
作
を
み
る
と
、
新
し
い
時
代
の
流
れ
を

危
機
感
を
も

っ
て
肌
で
感
じ
と

っ
た
こ
と
が
十
分
窺
え
る
。
優
陀

那
日
輝
は
七
百
年
前
の
鎌
倉
時
代
に
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
江

戸
時
代
の
文
化
の
発
達
し
た
近
世
社
会
に
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
を
誰
よ
り
も
痛
切
に
感
じ
て
い
た
の
は
日
輝
そ
の
人
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で
あ
る
。

優
陀
那
日
輝
は

『
四
句
格
言
弁
』
の
中
で
仏
教
に
対
す
る
今
時

代
を
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る

「
昔
則
質
直
信
二仏
教
一、
今
則
文
華
為
レ
風
。

儒
教
漸
盛
、　
国

学
亦
興
焉
。
兄
女
賦
レ
詩
、
商
価
習
レ
文
。
王
公
紳
臣
不
レ
信
二仏

教
一、
識
者
軽
賤
二
僧
徒
一。
読
レ
書
者
廃
レ仏
、
弄
レ
文
者
悪
レ
僧
。

今
時
若
不
レ
顧
二習
俗
一、
徒
偏
二
張
権
実
一　
則
為
レ
所
二
白
眼

一

笑
一。
」

昴
）

現
代
は
文
化
が
花
開
き
、
儒
学
国
学
が
盛
ん
と
な
り
、
女

・
子
供

で
も
詩
を
作
る
程
に
学
問
が
普
及
し
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
こ
の

時
代
に
、
お
と
ぎ
話
し
の
よ
う
な
経
典
の
物
語
り
を
墨
守
し
た
り
、

四
箇
格
言
を
ふ
り
ま
わ
し
て
折
伏
に
固
執
し
た
り
す
れ
ば
、
知
識

の
進
ん
だ
民
衆
か
ら
笑
わ
れ
る
だ
け
だ
。
こ
う
言

っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
日
輝
の
基
本
的
な
時
代
観
で
あ
り
、
優
陀
那
教
学

の
起
点
と
み
ら
れ
る
。
日
輝
は
自
ら
の
言

っ
て
い
る
こ
と
が
ど
う

い
う
意
味
を
も
つ
の
か
、
そ
れ
が
宗
祖
を
裏
切
り
否
定
す
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
十
分
承
知
し
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
彼
が
、
宗
祖
の
時
代
と
現
今
と
は

違
う
の
だ
と
力
説
す
る
の
は
、
日
本
仏
教
は
今
、
そ
の
歴
史
始
ま

っ

て
以
来

の
最
大
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
今
こ
の
危
機
を
乗
り

き
る
為
に
は
枯
渇
し
た
教
義
の
修
正
が
不
可
欠
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
が
現
代
仏
教
者
に
か
せ
ら
れ
た
使
命
な
の
で
あ
る
ａ
）
、
と

の
認
識
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
で
は
い
っ

た
い
何
が
彼
を
こ
の
よ
う
な
危
機
感
に
追
い
た
て
た
の
か
。
答
え

は
彼
の
桓
容
日
智

（
一
八

一
九
―

一
八
五
四
）
Ω
）
と
の
間
答
書

の
中
に
明
白
に
で
て
い
る
。
そ
れ
は
日
本
の
近
世
社
会
思
想
の
一

大
特
徴
で
あ
る
排
仏
論
の
盛
行
に
刺
激
さ
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
こ
こ
で
優
陀
那
日
輝
の
思
想
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
当

時
の
排
仏
論
の
状
況
と
、
そ
れ
に
対
す
る
日
輝
の
護
法
論
の
展
開

を
対
照
し
な
が
ら
考
察
ｔ
て
な
る
。

【
排
仏
論
と
日
輝

の
護
法
論
】

一
七
四
四
年

（延
享
元
年
）
、
富
永
仲
基
が

『出
定
後
語
』
を

著
わ
し
含
て

初
め
て
仏
教
に
科
学
的
な
批
判
を
投
じ
た
。
後
、

本
居
宣
長
が
仏
教
批
判
に
こ
の
書
を
称
讃
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
世

に
知
ら
れ

２
）
、
特
に
復
古
神
道
を
標
榜
し
た
平
田
篤
胤
は
、
こ

の
書
か
ら
激
し
い
排
仏
の
書

『
出
定
笑
語
』
を
ま
と
め
た
の
で
あ

る
。

『出
定
笑
語
』
は
排
仏
思
想
と
し
て
は
大
き
な
影
響
力
を
も

ち
、
明
治
の
排
仏
毀
釈
の
思
想
的
背
景
に
も
連
な
る
も
の
な
の
で

あ
る
。
こ
の
書
の
開
版
は
遅
れ
た
が
、
一
八

一
一
年

（文
化
八
年
）

篤
胤
は
こ
の
書
の
付
録
を
編
し
た
。
日
輝
が
ち
ょ
う
ど
金
沢
で
勉

学
に
励
ん
で
い
た
頃
で
あ
る
。
こ
の

『出
定
笑
語
付
録
』

（第
二
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巻
の
別
名
、
『
神
敵
二
宗
論
し

の
別
刊
行
は

一
八

一
七
年

（文
化

十
四
年
）
日
輝
が
山
科
檀
林
に
入

っ
た
頃
で
あ
る
。

『
神
敵
二
宗

論
』
は
真
宗
と
日
蓮
宗
を
痛
罵
し
て
大
衆
か
ら
喝
策
を
浴
び
た
も

の
で
、
論
理
は
粗
雑

ｏ
独
善
的
で
偏
見
に
充
ち
て
は
い
た
が
両
教

団
は
大
変
な
思
想
的
打
撃
を
受
け
た
。

こ
の
篤
胤
の
活
躍
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
水
戸
で
は
徳
川
斉
昭

（
一
八
〇
〇
―
二
八
六
〇
）
が
排
仏
の
行
動
を
起
こ
し
て
い
た
。

日
輝
の
弟
子
と
な
る
桓
容
が
十
六
才
で
水
戸
檀
林
に
遊
学
し
た
頃

は
、
神
道
を
奉
ず
る
斉
昭
の
藩
政
改
革
の
真
最
中
で
あ
り
、
官
版

の
排
仏
書

『
崇
正
録
』

が
流
布
し
て
い
た
。

後
、　
一
八
四
四
年

（嘉
永
元
年
）
日
輝
が
水
戸
檀
林
復
興
の
為
に
下

っ
た
時
は
、
斉

昭
が
三
千
ケ
寺
余
り
の
寺
院
を
破
却
し
、
そ
れ
が
為
幕
府
か
ら
隠

居
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
、
排
仏
論
の
や
か
ま
し
い
時
で
あ

っ
た
。

日
輝
は
、

「
水
戸

ノ
毀
仏
廃
寺
等
ノ
事

ハ
是

レ
皆
仏
子
ノ
誠
慎
ス

ベ
キ
ヨ
ト
ナ
リ
」
３
）
と
水
戸
か
ら
帰

っ
た

一
八
五
〇
年

（嘉
永

三
年
）
、
排
仏
論
は
仏
教
の
現
状
か
ら
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ

た
の
で
あ
る
と
の
見
方
か
ら
、
水
戸
の
排
仏
に
仏
教
側
の
反
省
を

求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

桓
容
が
日
輝
の
元
を
去
り
京
に
卜
居
し
た

一
八
四
九
年

（嘉
永

二
年
）
は
、
『
出
定
笑
語
』
四
巻
の
活
字
本
が
大
阪
に
開
版
さ
れ
、

た
ち
ま
ち
全
国
に
伝
わ
り
、
篤
胤
流
の
排
仏
論
が
世
を
蓋

っ
て
い

た
時
で
あ
る
。
日
輝
も
桓
容
も
そ
の
前
に
伝
写
さ
れ
た
も
の
を
読

ん
で
い
た
模
様
で
、

『
出
定
笑
語
』
刊
行
の
翌
年
の
著
に
、
日
輝

は
桓
容
の
排
仏
論

へ
の
質
問
に
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
平
田
大
学

ノ
出
定
笑
語

ハ
未
夕
刻
行
セ
ズ
、
此

ノ
書
出
定
後

語

二
勝

ル
コ
ト

一
倍
、
卓
見
、
激
論
尤
モ
甚
シ
。
」

翁
）

こ
れ
ら
で
わ
か
る
よ
う
に
日
輝
の
時
代
は
国
学

・
神
道
か
ら
の

排
仏
論
全
盛
期
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
代
は
排
仏
論
と
し

て
は
後
期
に
属
し
、
前
期
の
排
仏
論
は
主
に
儒
教
側
か
ら
儒
教
倫

理
に
よ
っ
て
衝
出
さ
れ
て
い
る
。
日
輝

・
桓
容
の
師
弟
に
と

っ
て
、

こ
の
儒
学
者
か
ら
の
排
仏
論
は
痛
烈
な
打
撃
で
あ

っ
た
。
な
ぜ
な

ら
、
二
人
共
儒
教
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
儒
学
者
の
家
に

生
ま
れ
、
自
ら
も
儒
教
の
教
育
を
施
さ
れ
て
成
長
し
、
儒
仏
二
道

両
立
が
そ
の
思
想
の
原
初
的
な
基
盤
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
為
二
人
は
儒
教
側
か
ら
の
排
仏
論
を
人

一
倍
深
刻
な
問
題
と
し

て
受
け
と
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
日
輝
は
桓
容
の
儒
学
国
学
と

仏
教
の
優
劣
の
間
に
、

「
儒
仏

ノ
優
劣
予
之
ヲ
憂

フ
ル
コ
ト
子
レ
今
三
十
余
年
、近
年

ニ

至

ッ
テ
漸
ク
安
心
ヲ
得
タ
リ
」

９
）

と
五
十

一
才
の
著
述

『
庚
成
雑
答
』
で
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

彼
十
代
の
時
よ
り
、
儒
教

・
仏
教
の
対
立
を
悩
ん
で
き
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
こ
の
問
題
意
識
が
あ

っ
た
が
故
に
、
排
仏
論
に
対
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し
て
、
日
蓮
宗
は
も
ち
ろ
ん
当
時
の
他
教
団
の
仏
教
者
に
比
べ
て

も
抽
ん
で
た
鋭
い
反
応
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
排
仏
論
を
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
し
、
そ
れ
に
対
す
る
日

輝
の
護
法
論
を
、
桓
容
へ
の
諸
著
か
ら
み
て
み
よ
う
。

排
仏
論
は
そ
の
時
代
的
順
序
か
ら
、
∧
倫
理
的
排
仏
論
∨
∧
経

世
的
排
仏
論
∨
∧
科
学
的
排
仏
論
∨

と
お
お
ま
か
に
区
分

で
き

る

（じ

。
∧
倫
理
的
排
仏
論
∨
の
代
表
者
は
、
熊
沢
蕃
山

ｏ
中
江

藤
樹

・
伊
藤
仁
斉
が
挙
げ
ら
れ
、
∧
経
世
的
排
仏
論
∨
は
中
井
竹

山
な
ど
が
そ
の
良
い
例
で
あ
り
、
∧
科
学
的
排
仏
論
∨
は
山
片
幡

桃
の
実
証
的
立
場
、
富
永
仲
基
の
大
乗
非
仏
説
な
ど
が
そ
の
最
た

る
も
の
で
あ
る
。
日
輝
は
排
仏
論
の
書
と
し
て
、

『
出
定
後
語
』

『
出
定
笑
語
』

『赤
裸
々
』
の
）
冒
ポ
正
録
』

『
印
度
雑
誌
』

『妖

媚
録
』
ａ
）
を
挙
げ
て
い
る
が
、
彼
の
時
代
的
把
握
は

「末
法
ノ

始

ハ
執
権
謗
実
ノ
時
ナ
リ
、
今
時

ハ
執
儒
破
仏
ノ
時
ナ
リ
」
ａ
）

で
あ
る
か
ら
、
彼
の
眼
目
は
ま
ず
儒
者
の
排
仏
論
に
対
す
る
反
論

と
融
和
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

熊
沢
蕃
山
は
地
獄

・
極
楽
及
び
輪
廻
説
を
否
定
し
て
い
る
η
集

義
外
書
』
）
の
）
。
日
輝
は
桓
容
の
間
に
大
胆
に
六
道
輪
廻
を
虚

談
と
否
定
し
た

（
『学
仏
具
眼
抄
』
）
倉
）
。
そ
の
意
は
真
の
仏

法
は
輪
廻
転
生
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
宇
宙
の
真
理
を
現
実
の
社

会
に
体
現
し
、
自
ら
仏
を
顕
現
す
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
中
江
藤
樹
は
、
仏
教
は
勧
善
懲
悪
の
お
と
ぎ
話
し
で

あ
る
と
批
難
し
た

（
『
翁
問
答
』
）
翁
）
。
日
輝
は
や
は
り
桓
容

の
間
に
、
教
典
の
説
は
方
便
で
あ
る
と
し
、
法
華
経
の
虚
空
会

・

宝
塔
涌
出

・
神
力
品
の
十
神
力
等
す
べ
て
事
実
で
は
な
い
。
須
弥

山
説
な
ど
は
外
道
の
伝
説
で
あ
る
と
い
う

（
『
学
仏
具
眼
抄
』
）

（じ

。
日
輝
は
経
典
の
奇
談
に
目
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の

言
わ
ん
と
し
て
い
る
本
質
を
悟
れ
と
い
う
の
で
あ
る
。
伊
藤
仁
斉

は
、
儒
教
は
実
語
を
以
て
実
理
を
明
す
が
仏
教
は
空
言
を
以
て
空

理
を
説
く
と
批
難
し
て
い
る

（
『
童
子
間
』
）
総
）
。
日
輝
は
空

理
に
お
も
む
く
と
み
た
教
相
学
を
廃
し
て
、
事
実
の
道
理
を
重
ん

じ
る
実
学
を
主
張
し
、
仏
教
も
叉
実
理
実
用
の
実
道
で
あ
る
と
言

い
、
進
ん
で
国
家
社
会
の
善
導
を
掲
げ
る
の
で
あ
る

（
『
学
仏
具

眼
抄
』
）
Ｏ
Ｘ

∧
経
世
的
排
仏
論
∨
は
『集
義
外
書
』
な
ど
も
ふ
れ
て
い
る
が
、

寺
院
や
僧
侶
を
養

っ
て
い
く
為
の
民
衆
の
経
済
的
負
担
が
主
な
理

由
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
輝
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
民
の

師
と
し
て
現
世
後
世
を
導
く
仏
教
者
が
布
施
で
生
き
る
こ
と
を
肯

定
し
、
仏
教
者
自
身
に
布
施
で
生
き
る
本
来
の
意
義
を
自
覚
せ
よ

と
主
張
す
る
の
で
あ
る

（
『
護
法
知
時
論
』
）
翁
）
。

∧
科
学
的
排
仏
論
∨
に
対
し
て
は
彼
自
身
、
当
時
の
日
本
の
思

想
界
を
席
巻
し
て
い
た
合
理
主
義
的
風
潮
に
多
大
な
影
響
を
受
け
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て
、

「
事
実
ノ
道
理
ヲ
先
卜
」
翁
）
す
る
教
学
を
め
ざ
し
た
が
故

に
、
合
理
的
批
判
に
際
し
て
は
仏
教
者
自
身
を
戒
じ
め
、
但
信
無

知
を
肯
定
せ
ず
、
慧
業
を
重
視
し
、
仏
教
の
非
合
理
性

・
現
実
遊

離
を
防
が
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
乗
非
仏
説
な
ど
の

論
に
は
宗
教
の
異
次
元
性
を
述
べ
て
、
宗
教
を
科
学
か
ら
の
み
み

る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る

（
『
庚
成
雑
答
』
）
Ｏ
Ｘ

当
時
儒
学
者
の
排
仏
論
の
基
調
と
な

っ
て
い
た
の
は
神

・
儒

一

致
論
で
あ

っ
た
。
山
崎
闇
斎
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
儒
学
者
は

神
道
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
の
日
本
国
家
社
会
に

対
し
て
の
実
際
的
利
用
価
値
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
仏
教
側
は
神
儒
道
仏
の
融
和
を
説
い
て
排
仏
論
を
緩
和
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。
前
期
は
儒
教
側
か
ら
の
批
難
に
対
し
て
儒

ｏ
仏

一
致
を
、後
期
に
な
る
と
国
学
者
か
ら
の
批
難
盛
ん
に
な
り
、

神

ｏ
儒

・
仏

一
致
を

主
張
し
た
。

し
か
し

こ
れ
ら
の

一
致
論
は

排
仏
論
か
ら
逃
が
れ
よ
う
と
し
て
、
故
意
に

一
致
融
合
さ
せ
よ
う

と
す
る
こ
じ
つ
け
的
発
想
が
多
く
、
仏
教
を
歪
曲
す
る
よ
う
な
論

も
あ

っ
た
の
で
あ
る

貧
）
。
こ
の
中
で
日
輝
の
儒
教

・
国
学

（神

道
）
に
対
す
る
考
え
は
、
明
確
な
論
理
と
積
極
的
な
時
代
認
識
に

よ
り
成
立
し
て
い
た
。

「
儒
可
二資
レ
政
　
仏
可
二
以
安
レ
民
　
古
学
可
二
以
不
Ｌ
夕
本
夫

儒
蔽
也
固
　
仏
蔽
也
慢
　
古
学
蔽
也
愚
夫
。
捨
二
君
父
一
失
二
治

平ｆ
仏
之
蔽
也
。
扶
二

人
悪
王
一殺
二
億
兆
良
民
一
儒
之
蔽
也
。

古
学
以
扶
二
王
孫
一　
儒
以
扶
レ
武
　
仏
以
扶
二逸
民
一　
痴
々
愚
夫

兄
婦
　
亦
以
レ
仏
得
二
安
処
こ

（じ

も
ち
ろ
ん
神

・
儒

・
仏

一
致
と
い
う
も
、
君
道
と
師
道
、
治
道
と

覚
道
の
相
違
を
置
き
、
世
間

・
出
世
間
の
差
で
そ
こ
に
本
質
的
な

優
劣
を
み
る
。
し
か
し
、出
世
間
を
云
々
し
て
安
住
す
る
こ
と
は
、

「
捨
二
君
父
一失
二
治
道
こ

仏
教
者
の
弊
害
と
激
し
く
自
省
す
る
の

で
あ
る
。　
こ
こ
に
彼
の

「
実
学
」

Ω
）
を
主
張
す
る
所
以
が
あ

る
。
彼
の
い
う

「
実
学
」
と
は
、
社
会
の
仏
教
化
、
仏
教
の
社
会

化
を
め
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
儒
学

・
国
学
か
ら
の
最
大
の
批

判
点
で
あ
る
、
仏
教
の
現
実
社
会
の
諸
問
題
に
対
す
る
逃
避
的
傾

向
を
革
め
、
社
会
に
於
け
る
仏
教
の
存
在
意
義
を
強
調
し
て
、
逆

に
排
仏
論
を
批
判
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
あ
ま
り
に
も
宗
教
の
実
利
性
を
強
調
す
る
と
、
宗
教
が

時
代
に
媚
び
る
こ
と
に
な
り
、
容
易
に
体
制
内
に
く
み
こ
ま
れ
て

宗
教
の
矮
少
化
を
も
た
ら
す
も
と
と
な
る
。

「
実
学
」
の
主
張
の

底
に
は
、

「
法
主
国
従
」
の
不
動
の
宗
教
的
信
念
が
流
れ
て
い
な

け
れ
ば
、
自
ら
墓
穴
を
堀
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

「法
華

ノ
本
意
王
道

ニ
ア
ル
コ
ト
フ
知
ラ
バ
」
Ω
）
と
い
う
日
輝
の
こ
の

点
の
脆
弱
さ
は

こ
れ
か
ら

批
判
を
受
け
ね
ば

な
ら
な
い

で
あ
ろ

う
。
彼
の
思
想
は
現
代
か
ら
み
れ
ば
首
肯
し
難
い
も
の
も
多
々
あ
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る
。
彼
自
身
、
時
代
を
超
え
る
こ
と
よ
り
も
時
代
に
活
き
る
こ
と

を
主
眼
と
し
た
の
で
あ
り
、
宗
祖
は
鎌
倉
時
代
の
制
約
を
受
け
た

と
述
べ
て
い
る
彼
を
、
我
々
は
容
易
に
江
戸
末
期
の
時
代
の
子
で

あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
輝
を
と
り

ま
く
そ
の
時
代
性
を
十
分
考
慮
し
た
上
で
再
検
討
す
る
な
ら
ば
、

彼
の
思
想
は
現
代
に
も
大
き
な
意
味
を
も

っ
て
関
わ

っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
優
陀
那
日
輝
研

究
の
手
始
め
と
し
て
、
彼
を
取
り
ま
く
教
団
の
状
況
、
時
代
の
動

向
を
小
考
し
て
み
た
。

註（
１
）

日
輝
の
伝
記
に
関
し
て
は

『充
沿
園
全
集
』

（以
下

『充
全
』
ど

略
称
）
第
五
編
の
遺
徳
碑

・
尺
憤
類

・
伝
記
。
『本
妙
日
臨
律
師
全
集
』

（以
下

『臨
全
』
）
等
の
資
料
に
よ
っ
た
。

（
２
）
　
『臨
全
』
所
収
の
「
臨
師
略
年
表
」

「
臨
師
小
伝
」

「
書
簡
編
」

に
よ
っ
て
日
臨
の
生
涯
を
考
察
し
た
。

（
３
）
　
『
日
蓮
宗
年
表
』

『妙
宗
年
表
』

（師
子
王
全
集
史
伝
篇
収
）
並

に

『要
法
寺

一
件
記
』

（立
正
大
学
所
蔵
写
本
）
に
よ
っ
て
寛
政
の
本

尊
論
争
の
経
過
を
み
た
。

『要
法
寺

一
件
記
』
に
は
寛
政
十
一
年
の
両

者
の
対
決
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
な
お
執
行
海
秀
著

『
日
蓮
宗
教
学

史
』
Ｐ
三
七
四
で
も
ふ
れ
て
い
る
。

（
４
）
　
『末
法
適
時
本
尊
決
疑
論
』
上
下
三
巻
、
立
正
大
学
所
蔵
写
本
に

よ

る

。

（
５
）
　

『充
全
』
第
三
編
所
収
の

「
妙
宗
本
尊
弁
」

「
同
略
弁
」
に
詳
述

さ
れ
て
い
る
。
結
論
と
し
て
は

「
久
成
ノ
釈
尊
ヲ
立
名
ト
シ
、
妙
経
ノ

題
ロ
ヲ
形
相
ト
シ
、
行
者
ノ
自
体
ヲ
実
体
卜
定
ム
ル
ナ
リ
。
」

（
三
―

四

一
九
）
の
文
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
６
）

以
下
の
不
受
不
施
事
件
の
記
述
は

『大
崎
学
報
』

一
〇
五
号
所
収

の
川
澄
勲

「
不
受
不
施
年
表
」
並
に
先
の

『妙
宗
年
表
』
を
参
考
に
し

た
。

（
７
）
　
『臨
全
』
Ｐ

一
八
六

「
某
尊
者
に
上
る
書
」
に
、
草
山

ｏ
本
妙
の

態
度
を

「
表
具
の
裏
打
」
に
書
え
て
摂
受
の
意
を
説
明
し
て
い
る
。

（
８
）
　
『充
全
』
四
―
三
四
二
、

「
教
観
進
退
略
抄
」

「我
ガ
宗
、
昔
来

折
伏
二
執
ス
ル
ョ
リ
、
我
慢
卑
俗
ノ
悪
風
習
ア
ル
ヲ
以
テ
、
王
侯
士
太

夫
コ
レ
ヲ
嫌
忌
ス
ル
事
多
シ
。
就
中
、
天
文
法
乱
、
安
土
ノ
間
答
、
大

仏
供
養
、
不
受
不
施
ノ
評
論
ナ
ン
ド
ハ
最
モ
弊
風
ノ
極
ミ
ナ
リ
」

（
９
）

こ
の
頃
の
模
様
は
牧
野
内
寛
清
著

『新
居
日
薩
』
清
水
竜
山
編

『新
居
日
薩
』
に
載
っ
て
い
る
。
ま
た
、
田
中
智
学
著

『不
受
不
施
派

再
興
釈
日
正
師
小
伝
』
（毒
鼓
第

一
巻
第
六
号
所
収
）
も
ふ
れ
て
い
る
。

（
１０
）

執
行
海
秀
前
掲
書
。
望
月
歓
厚

『
日
蓮
宗
学
説
史
』

（
ｎ
）

執
行
海
秀
前
掲
書
第
四
篇
第
三
章

「
一
妙
日
導
の
宗
学
組
織
」
を

参
考

（
・２
）
　
『臨
全
』
Ｐ
二
五
五

「
小
伝
」

（
・３
）

右
に
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（
・４
）
　
『臨
全
』
Ｐ

一
五
八
「朝
田
薩
庵
に
与
ふ
る
書
」
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（
・５
）
　
『臨
全
』
Ｐ

一
五
六
　
　
同

（
・６
）
　
『充
全
』
三
―
二
三
三

「
綱
要
正
議
序
」

（
・７
）
　
『充
全
』
五
―
四
二
五

「家
兄
に
寄
す
る
書
」

（
・８
）

拙
稿

「
近
世
日
蓮
宗
教
学
に
於
け
る
観
心
思
想
の
展
開
」

（
『
日

蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
号
所
収
）

（
・９
）
　
『充
全
』
四
―
三
六
六
「
庚
戌
雑
答
」

「
透
公
ノ
自
力
儘
、
導
公
ノ
不
解
ノ
妙
覚
等
今
時
ノ
所
用
ニ
ア
ラ
ズ
」

（
２０
）

望
月
歓
厚
前
掲
書
Ｐ
五
八
〇

（
２．
）

『
日
蓮
宗
全
書
』

「
峨
眉
集
」
Ｐ
五
六
四

（
２２
）
　
『充
全
』
四
―
三
二
五

「
事
理
二
観
略
抄
」

（
２３
）

宝
月
圭
吾
監
修

『
日
本
史
年
表
』
参
考
。
な
お
以
下
歴
史
的
事
項

に
関
す
る
記
述
に
は
、
井
上
清

『
日
本
の
歴
史
』

（岩
波
新
書
）
、
家

永
二
郎

『
日
本
文
化
史
』

（岩
波
新
書
）
、
小
学
館

『
日
本
の
歴
史
』

中
央
公
論

『
日
本
の
歴
史
』
等
を
参
考
。

（
２４
）

家
永
三
郎

一馴
掲
書

（
２５
）

中
央
公
論

『
日
本
の
名
著
』
２．

「本
居
宣
長
」
岩
波
書
店

『
日
本

思
想
大
系
』
１４
「本
居
宣
長
」

（
２６
）

井
上
清
　
一馴
掲
書
　
中

（
２７
）

岩
波
書
店

『
日
本
思
想
大
系
』
５０

「
平
田
篤
胤
」

（
２８
）

家
永
三
郎
　
一馴
掲
書

（
２９
）

幕
末
日
蓮
宗
で
は
在
家
の
活
躍
が
め
だ
ち
、
俗
法
門
が
盛
ん
で
あ

っ
た
。
有
名
な
人
物
を
列
挙
す
れ
ば
、
駿
河
屋
七
兵
衛
、
タ
タ
ミ
屋
太

兵
衛
、
赤
旗
深
行
、
小
川
泰
堂
等

（
３０
）
　
『充
全
』
四
―
三

一
七

（
３．
）
　
『充
全
』
四
―

一
八
〇

「
双
照
二
観
精
要
篇
」

（
３２
）

桓
容
日
智
の
生
涯
に
つ
い
て
は

『大
崎
学
報
』
十
二
号
小
笠
原
毅

堂
著

「
玉
沢
桓
容
師
」
に
詳
し
く
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
優
陀
那
日
輝
の

思
想
は
こ
の
玉
沢
の
俊
才
桓
容
を
弟
子
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き

く
発
展
し
完
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

（
３３
）

以
後
排
仏
論
に
関
す
る
記
述
は
、
辻
善
之
助

『
日
本
仏
教
史
』
近

世
編
之
四
。
圭
室
諦
成
監
修

『
日
本
仏
教
史
Ⅲ
』
等
を
参
考
に
し
た
。

（
３４
）
　
『
玉
か
つ
ま
』
八
　
一馴
掲

『
日
本
思
想
大
系
』
１４

「
ち
か
さ
よ
大

阪
に
富
永
仲
基
と
い
へ
り
し
人
有
、
延
享
の
こ
ろ
、
出
定
後
語
と
い
ふ

ふ
み
を
あ
ら
は
し
て
、
仏
の
道
を
論

へ
る
、
皆
か
の
道
の
経
論
な
ど
い

ふ
書
ど
も
を
、
ひ
ろ
く
引
出
て
、
く
は
し
く
証
し
た
る
、
見
る
に
目
さ

む
る
こ
こ
ち
す
る
事
共
お
ほ
し
。
」

（
３５
）
　
『充
全
』
四
―
三
七

一
「
庚
戌
雑
答
」

（
３６
）
　
『充
全
』
　
右
に
同

（
３７
）
　
『充
全
』
四
―
三
六
三
　
同

（
３８
）

圭
室
諦
成
監
修
　
一馴
掲

『仏
教
史
』
参
考

（
３９
）

服
部
天
遊
著

（
４０
）
　
『印
度
雑
誌
』
と
は
平
田
篤
胤
の

『印
度
蔵
志
』
、
『妖
媚
録
』
は

同
じ
く
篤
胤
の

『
古
今
妖
魅
考
』
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

『充
全
』

四
―
三
七

一
「
庚
戌
雑
答
」

（
４．
）
　
『充
全
』
四
―
三
三
六

「
摂
折
進
退
論
」

（
４２
）

岩
波

『
日
本
思
想
大
系
』
３０

「
熊
沢
蕃
山
」
収
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（
４３
）
　

『
充
全
』
四
―
三
五
五

（
４４
）

岩
波

『
日
本
思
想
大
系
』
２９

「
中
江
藤
樹
」
収

（
４５
）
　
『
充
全
』
四
―
三
五
三

（
４６
）

岩
波

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
９７

「
近
世
思
想
家
文
集
」
収

（
４７
）
　
『
充
全
』
四
―
三
五
〇

（
４８
）
　
『充
全
』
四
―
三
八
五

（
４９
）
　

『充
全
』
四
―
三
七

一
「
廉
成
雑
答
」

（
”
）
　

『充
全
』
四
―
三
七
二
　
　
同

（
５．
）

た
と
ぇ
ば

日
蓮
宗
英
智
日
宣
の
著
わ
し
た

『
三
道
合
法
図
解
』

（文
政
五
年
刊
行
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
神

・
儒

・
仏
を
日
●
歳

・

月
と
当
て
て

一
致
を
論
じ
た
り
し
て
い
る
。
平
楽
寺
発
行
本

（
５２
）
　
『充
全
』
四
―
四
〇
九

「
妙
宗
破
無
明
論
」

（
５３
）
　
『充
全
』
四
―
二
五

一
「
学
仏
具
眼
抄
」

『充
全
』
四
―
三
七
〇

「
庚
戌
雑
答
」

（
５４
）

『充
全
』
四
―
三
六
四
　
同
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